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海野ほか（2004）による2003年宮城県中部の地震の前震・本震・最大余震及びＰ波初動メカニズム解の各深度の分布

３３３３．．．．１１１１ 文献調査結果文献調査結果文献調査結果文献調査結果 【【【【2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震地震地震地震①①①①】】】】

� 海野ほか（2004）によれば，2003年宮城県中部の地震の前震，本震及び最大余震の発震機構は，いずれも逆

断層型のメカニズム解を示すが，それぞれ主応力軸の方向に相違がみられるとしている。

３．旭山撓曲・須江断層
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2003年宮城県中部の地震の余震分布（海野ほか（2004））

Fig.2（左図）：観測データ

Fig.6（右図）：観測点補正値に基づく震源位置再決定

※震源位置再決定により，震源分布深度は２km程度浅くなっている

３３３３．．．．１１１１ 文献調査文献調査文献調査文献調査結果結果結果結果 【【【【2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震地震地震地震②②②②】】】】

� 海野ほか（2004）によれば，余震分布に基づき，北緯38.44度付近を境に，北側領域ではほぼ西側に約50°傾斜した面，南側領域

ではほぼ北西方向に約40°傾斜した面が認められるとしている。

３．旭山撓曲・須江断層

※海野ほか（2004）では，ASは旭山撓曲，ＩＳは石巻湾断層を示すが，

本資料では，ＡＳは旭山撓曲，ＩＳは須江断層に相当する。
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３３３３．．．．１１１１ 文献調査文献調査文献調査文献調査結果結果結果結果 【【【【地下構造調査地下構造調査地下構造調査地下構造調査：：：：位置図位置図位置図位置図】】】】

３．旭山撓曲・須江断層

� 旭山丘陵及び周辺地域の地下地質構造調査とし

て，反射法地震探査及びボーリング調査を実施

した。

【浅部探査】

・Ａ－１測線，Ａ－２測線

【深部探査】

・Ａ－ｂ測線

【ボーリング調査】

・Ａ－ｂ測線（Ａ－１測線含む）上：２箇所

・Ａ－２測線上：１箇所

� 一方，他機関の調査として，以下の結果も総合し

て検討を実施した。

・Kato et al. (2004,2006)：東京大学Kanan2003

・産業技術総合研究所（2004）

・石油資源開発による反射法地震探査結果

・既往温泉ボーリングデータ
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東京大学Kanan2003測線の地質構造と2003年宮城県中部の地震の余震分布との関係

３３３３．．．．１１１１ 文献文献文献文献調査調査調査調査結果結果結果結果 【【【【地下地下地下地下構造構造構造構造調査調査調査調査：：：：東京大学東京大学東京大学東京大学Kanan2003Kanan2003Kanan2003Kanan2003測線測線測線測線】】】】

� Kato et al.（2004，2006） 等によれば，須江断層は，断層面の深部への延長が2003年宮城県中部の地震の余震分布から想

定される震源断層にほぼ一致することから，震源断層の地表延長部に相当する可能性が高いとしている。

３．旭山撓曲・須江断層



89

３３３３．．．．１１１１ 文献調査文献調査文献調査文献調査結果結果結果結果 【【【【地下地下地下地下構造構造構造構造調査調査調査調査：：：：産業産業産業産業技術総合技術総合技術総合技術総合研究所研究所研究所研究所LineLineLineLine----1111】】】】

� 産業技術総合研究所（2004）によれば，Kato et al.（2004，

2006）等とほぼ同様に，旭山撓曲に対応する２本の断層と，

須江丘陵東縁の南方延長地下に伏在する須江断層を示

している。

� また，各反射断面に対応する地質の検討を行った上で，イ

ンバージョンの開始時期，須江断層の活動開始時期等に

ついて論じている。

３．旭山撓曲・須江断層
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３３３３．．．．２２２２ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲：：：：露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ位置図位置図位置図位置図】】】】

３．旭山撓曲・須江断層

←旭山撓曲

広渕向斜

←大塩背斜

旭山東方付近

急傾斜した鮮新統表沢層と中新統追戸層の境界

部に逆断層が認められる。

崖錐堆積物

鮮新統表沢層

中新統追戸層

E←
→W

旭山撓曲により変形した鮮新統表沢層（東側に20～

40°傾斜）を中位段丘堆積物が不整合に覆っている。

凡 例

箱清水付近

ENE← →WSW

中位段丘

堆積物

↑

鮮新統表沢層

SW← →NE

鮮新統

亀岡層

鮮新統

竜の口層

高寺南方付近

急傾斜から一部逆転した鮮新統亀岡層と竜の

口層の境界部に逆断層が認められる。
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３３３３．．．．２２２２ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【旭山北東方旭山北東方旭山北東方旭山北東方：：：：ルートマップルートマップルートマップルートマップ及及及及びびびび露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

スケッチスケッチスケッチスケッチ

� 旭山撓曲の位置に，鮮新統を変位させている連続性の乏しい逆断層が認められる。

３．旭山撓曲・須江断層
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３３３３．．．．２２２２ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【高寺南方高寺南方高寺南方高寺南方：：：：露頭周辺露頭周辺露頭周辺露頭周辺ルートマップルートマップルートマップルートマップ及及及及びびびび露頭露頭露頭露頭スケッチスケッチスケッチスケッチ】】】】

� 旭山撓曲の位置に，鮮新統を変位させている連続性の

乏しい逆断層が認められる。

３．旭山撓曲・須江断層
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凡 例
� 中新統との境界付近で東側に20～40°傾斜した鮮新統表沢層が分布している。

� 旭山撓曲は旭山山麓に沿ってこの付近までＮ－Ｓ方向に連続していると考えられる。

� ほぼ水平な砂礫層からなる中位段丘堆積物が，旭山撓曲により変形を受けている

鮮新統表沢層を不整合に覆って分布している。

３．旭山撓曲・須江断層

３３３３．．．．２２２２ 地表地質調査地表地質調査地表地質調査地表地質調査 【【【【箱清水付近箱清水付近箱清水付近箱清水付近：：：：地質図及地質図及地質図及地質図及びびびび地形断面地形断面地形断面地形断面・・・・柱状対比図柱状対比図柱状対比図柱状対比図】】】】
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３３３３．．．．３３３３ 地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査 【【【【調査位置図調査位置図調査位置図調査位置図】】】】

３．旭山撓曲・須江断層

� 旭山丘陵及び周辺地域の地下地質構造調査とし

て，反射法地震探査及びボーリング調査を実施

した。

【浅部探査】

・Ａ－１測線，Ａ－２測線

【深部探査】

・Ａ－ｂ測線

【ボーリング調査】

・Ａ－ｂ測線（Ａ－１測線含む）上：２箇所

・Ａ－２測線上：１箇所

� 一方，他機関の調査として，以下の結果も総合し

て検討を実施した。

・Kato et al. (2004,2006)：東京大学Kanan2003

・産業技術総合研究所（2004）

・石油資源開発による反射法地震探査結果

・既往温泉ボーリングデータ
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３３３３．．．．３３３３ 地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査 【【【【上前柳周辺上前柳周辺上前柳周辺上前柳周辺：：：：地質平面図及地質平面図及地質平面図及地質平面図及びびびび断面図断面図断面図断面図】】】】

この地図は，国土地理院発行の２万５千分の１地形図（広淵）

を使用したものである。

� 旭山撓曲は，南部において南方ほど傾斜が緩くなり，幅が広くなる傾向が認められる。

� 旭山撓曲の南方延長にあたる上前柳南方500mの沖積平野下では，中新統と鮮新統がともに東側に非常に緩く

傾斜しており，撓曲構造は認められない。

３．旭山撓曲・須江断層
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３３３３．．．．３３３３ 地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査 【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力上前柳測線上前柳測線上前柳測線上前柳測線：：：：浅部反射断面図浅部反射断面図浅部反射断面図浅部反射断面図】】】】

� 旭山撓曲の南方延長にあたる上前柳南方500mの沖積平野下では，中新統と鮮新統がともに東側に

非常に緩く傾斜しており，撓曲構造は認められない。

３．旭山撓曲・須江断層
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３３３３．．．．３３３３ 地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査地下地質構造調査

【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－ｂｂｂｂ測線深部反射断面及測線深部反射断面及測線深部反射断面及測線深部反射断面及びびびび地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図】】】】

� ＣＤＰ700付近は重力異常急

変帯の分布等から須江断層

の南方延長に相当する位置

にあるが，浅部まで基盤を

なす先第三系が分布してお

り，断層は認められない。

� 測線西部のCDP2100付近

において新第三系中新統に

背斜構造の東翼をなす最大

傾斜50°程度の撓曲構造

が認められる。

・撓曲構造の深部では西傾

斜の逆断層が推定され，新

第三系から中新統まで変位

または変形している。

・鮮新統は下部において，

中新統の撓曲構造の変形

の影響が及んでいる可能性

があるものの，上部では中

新統にほぼ水平にアバット

して堆積している。

３．旭山撓曲・須江断層
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３３３３．．．．３３３３ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査

【【【【東北電力東北電力東北電力東北電力Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－１１１１測線浅部反射断面及測線浅部反射断面及測線浅部反射断面及測線浅部反射断面及びびびび地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図】】】】

� 撓曲構造を示す中新統及び鮮新統を第四系が不整合にほぼ水平に覆っている。

３．旭山撓曲・須江断層
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３３３３．．．．３３３３ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査

【【【【産業産業産業産業技術総合研究所技術総合研究所技術総合研究所技術総合研究所LineLineLineLine----3333沿沿沿沿いいいいのののの地質解析地質解析地質解析地質解析断面図断面図断面図断面図，，，，東北電力東北電力東北電力東北電力Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－２２２２測線浅部反射断面及測線浅部反射断面及測線浅部反射断面及測線浅部反射断面及びびびび地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図】】】】

� 撓曲構造の延長に相当すると考えられる位置の地下深部には，中新統にや

やキンク状の変形が認められるが，浅部においては極めて緩やかな東傾斜

となっており，この構造は不明瞭となっている（Line-3）。

� 新第三系の上限面は深度15m前後から20mであり，小さな凹凸がみられるも

のの，全体としてほぼ平坦であり，第四系が不整合に埋積している（Ａ－２測

線）。

� 新第三系の上限面や第四系には，撓曲あるいは断層を示唆する系統的な変

位や変形は認められない。

東北電力Ａ－２測線浅部反射断面及び地質解析断面図

３．旭山撓曲・須江断層
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３３３３．．．．３３３３ 地下地質構造地下地質構造地下地質構造地下地質構造調査調査調査調査

【【【【石油資源開発石油資源開発石油資源開発石油資源開発㈱㈱㈱㈱LineLineLineLine----87878787----AAAA測線測線測線測線，，，， LineLineLineLine----87878787----7777測線深部反射断面及測線深部反射断面及測線深部反射断面及測線深部反射断面及びびびび地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図地質解析断面図】】】】

� Kato et al.（2004，2006），産業技術総合研究所（2004)等と同

様に，丘陵軸部に大塩背斜が認められ，地表で旭山撓曲が

確認された位置付近においては，背斜東翼部の概ね300m以

深に断層が認められ，浅部においては撓曲構造を成している。

� 丘陵軸部付近に大塩背斜が認められるものの，その東

翼部の旭山撓曲延長位置付近には，少なくとも断層ある

いは撓曲構造は認められない。

３．旭山撓曲・須江断層
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目次目次目次目次 【【【【補足説明資料補足説明資料補足説明資料補足説明資料】】】】

１１１１．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの調査調査調査調査結果結果結果結果

２２２２．．．．敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域敷地周辺陸域のののの活断層評価活断層評価活断層評価活断層評価のののの概要概要概要概要

３３３３．．．．旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲旭山撓曲・・・・須江須江須江須江断層断層断層断層

４４４４．．．．2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震南部地震南部地震南部地震南部セグメントセグメントセグメントセグメント断層断層断層断層

５５５５．．．．加護坊山加護坊山加護坊山加護坊山－－－－箟岳山箟岳山箟岳山箟岳山断層断層断層断層
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４４４４．．．．１１１１ 文献文献文献文献調査調査調査調査結果結果結果結果 【【【【2003200320032003年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部年宮城県中部のののの地震地震地震地震】】】】

� 余震分布とメカニズム解の対応関

係から，以下の傾向が示されている。

【震源域の北側】

ＮＥ－ＳＷ方向の主圧力軸でＮＷ

－ＳＥ方向の走向をもつ南西傾斜の

面をなす。

【震源域の中央】

東西方向の主圧力軸でＮ－Ｓ方向

の走向を持つ西傾斜の面をなす。

【震源域の南側】

北西－南東方向の主圧力軸でＮＥ

－ＳＷ方向の走向を持つ北西傾斜

の面をなす。

� Hikima and Koketsu（2004）は，波形

インバージョンにより震源過程を求

めており，これらの面と同様な３方

向の断層面を推定している。

４．2003年宮城県中部の地震南部セグメント断層


